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１．専門部会（５月 28日開催）における委員意見に対する回答 

 専門部会（５月28日開催）における委員意見について、事業者の回答を以下にお示しします。 

 

【委員からの意見_No.1】 

海面埋立処分場で遮水シート式を採用している埋立処分場の事例について、遮水シートを敷設し

て廃棄物の埋立処分を開始した時期や、埋立完了している場合は埋立完了の時期など、遮水シート

の耐久性に関連する事項を教えてください。 

 

 

【事業者の回答‗No.1】 

 本事業より埋立容量の規模が大きい「東京港新海面処分場」の事例では、遮水シートを使用した最も

古い区画で廃棄物埋立処分の供用が開始されたのが平成15年２月であり、現在に至るまで約18年埋立

地として供用されています。 

 

表 1 主な海面埋立処分場で遮水シート式を採用している埋立処分場 

名 称 処分容量 供用開始 埋立終了 

東京港新海面処分場（東京都） 12,037万㎥ 平成 15 年２月 

（18年） 

供用中 

常陸那珂港区次期廃棄物処分場（茨城県ひたち市） 約 1,000万㎥ 令和２年５月 

(1年) 

供用中 

衣浦港３号地廃棄物最終処分場（愛知県武豊町） 496万㎥ 平成 23 年３月 

（10年） 

供用中 

能代港産業廃棄物最終処分場（秋田県能代市） 421万㎥ 平成５年８月 

（28年） 

供用中 

広島港出島地区廃棄物処分場（広島県広島市） 190万㎥ 平成 26 年６月 

（7年） 

供用中 

寒川東部廃棄物最終処分場（愛媛県四国中央市） 140万㎥ 平 成 2 0 年 

（13年） 

供用中 
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【委員からの意見_No.2】 

遮水シートの破損等により遮水性能が失われた場合どのように検知するのでしょうか。 

また、それに対してどのように対応することを想定していますか。 

 

 

【事業者の回答‗No.2】 

 海中での遮水シートの漏水検知は技術的に困難です。 

遮水シートは、法令等で定める基準に従い設計・施工し、また、日本遮水工協会において定められた

自主基準を満足する製品を使用するため基本的に損傷はすることはないと考えていますが、万が一、

損傷を受けた場合を想定して、法令等によるフェイルセーフ（安全装置）の考え方から二重構造にし

ております。 

さらに、内水の浸出を防止するため、内水の水位を平均海水面より低く維持することで、海水の水圧

が内水の水圧より高く保てるよう水位を適切に管理するとともに、周辺海域の水質モニタリングの結

果を確認することで対応いたします。 
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【委員からの意見_No.3】 

遮水シートに十分な遮水性能があっても施工不良があればその部分から漏水するため、遮水シ

ートの具体的な接合方法や手順を図などを用いて説明してください。 

 

 

【事業者の回答‗No.3】 

遮水シートの施工手順は、二重遮水シートの一般的な施工手順に従って実施します。（図1参照） 

遮水シートは大型溶着台船上等での接合によりユニットの大型化を図り（図2参照）、海面に送り出

された接合後の遮水シート同士を小型溶着台船上に引き上げてさらに接合させます。（図3参照） 

遮水シートの敷設は、海面上に浮かせた遮水シートのフローターを順次切り離しながら行い、シー

トの浮き上がりやまくれ上がりを仮固定工により防止します。（図4参照） 

接合部の工法は、原則、熱溶着、熱融着、加熱加硫接合又は接着剤によることとされております。

各接合方法の特性を踏まえ、現地での施工に最も適した接合方法を選定します。（図 5 参照） 

熱溶着では、重ね合わせ代を十分確保したうえでシート同士を上下に重ね合わせ、重ね合わせ部分

において溶着を行います。（図 6 参照） 

 

 

図１ 二重遮水シートの施工手順（管理型廃棄物埋立護岸設計・施工・管理マニュアルより抜粋） 

 

 

図2 大型溶着台船での海上溶着の例（管理型廃棄物埋立護岸設計・施工・管理マニュアルより抜粋） 

①遮水ｼｰﾄ敷設面の平坦化処理（均し） ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

②５層一体型の最下層にあたる保護ﾏｯﾄを接合⇒敷設 

③５層一体型の下から２層目にあたる遮水ｼｰﾄを接合⇒敷設 

④５層一体型の下から３層目にあたる保護ﾏｯﾄを接合⇒敷設 

⑤５層一体型の下から４層目にあたる遮水ｼｰﾄを接合⇒敷設 

⑥５層一体型の下から５層目にあたる保護ﾏｯﾄを接合⇒敷設 

⑦被覆層として砕石を設置 

ｼｰﾄｻｲｽﾞ(例) 

 幅  7.0m 

長さ 140m 

大型溶着台船 
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図3 小型溶着台船での海上溶着の例（管理型廃棄物埋立護岸設計・施工・管理マニュアルより抜粋） 

 

 

図4 遮水シート仮固定の例（管理型廃棄物埋立護岸設計・施工・管理マニュアルより抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小型溶着台船 

※遮水ｼｰﾄ、保護ﾏｯﾄを

敷設するごとに仮固定 
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図 5 遮水シートの代表的な接合方法（管理型廃棄物埋立護岸設計・施工・管理マニュアルより抜粋） 

 

 

図 6 遮水シートの熱溶着による接合方法の例（管理型廃棄物埋立護岸設計・施工・管理マニュアルよ

り抜粋） 
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図 7 遮水シートと保護マットの断面図（イメージ） 

保護ﾏｯﾄ 

遮水ｼｰﾄ 

保護ﾏｯﾄ 

遮水ｼｰﾄ 

保護ﾏｯﾄ 

保護ﾏｯﾄの接合：熱溶着等 


